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1) 健常家兎ノ腎臓＝一定度ノ打鍛ヲ興ヘルコト＝依ツテ作ラレタ Locusminoris resistentiae 
ガ，ヰ静脈カラ愉送セラレタ一定量（0.00035姥）ノ白色葡萄欣球菌ニ依ツテ来ス感染ヲ完全ニ
議防シ得ルLコクチグン寸ノ最小月j量ハ2.5括デ，しワクチン1ノソレハ3.5詫デアツタ。
2) 此ノ際ニ於ケル Lコクチグン 1群ノ免疫元注射7日後関車減少率ハ平均0.07デアツタガ，
Lワクチン1群ノソレハ平均0.1デアツタ。
3) 同一量ノしコクチグン1 トLワクチン1トノ毒力ノ比ハ1:"2デアル。従ツテ雨発疫元ノ最



















力ガアリ一般加｛It剤トシテノ殻巣ガ拐、イモノデアルコトガ L m. r.ノ感染防禦ニ闘シテモ亦夕
立詮サレタ。
第S報
1) 白色健常家兎挫傷腎ノ Locusminoiis resistentiaeニ封スル白色葡萄ilk球菌感染試験ヲ行
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2) 此ノ際殆ンド同一程度ノ打撃ヲ受ケタ局所皮牌，皮下車品設，肋骨等＝ハ1例モ感染化膿
ヲ来サナカツタガ，筋肉ニ感染ヲ来シタモノガ8頭中3顕ヲ計・へ得タ。
3) 故＝鰹壁肋膜＝突デ筋肉（§匝幹筋）ニハ外傷エヨル Iρcusminoris resistentiaeガ費生シ易
イモノト言ヘル。
第8報
1) 健常成熟家兎3.l7fヲ以テ1群トスルA,B及ピC J 3群ヲ作リ，議メ A群ニハ白色葡萄
j伏球菌 Lコクチグン寸3.0詫， B群ニハ前記Lコクチグン寸量ト同一毒力量デアル同株菌Lワクチ





















noris resist en tiaeガ，血中＝給法セラレタ白色葡萄j伏球菌ノ一定量（0.000175括）＝ヨリテ感染セラ
レルコトヲ防止スルニ必要ナル発疫疋ノ；最小量ハLコクヂゲン寸ニテハ2.0括デアルガ，」ワクチ
ン1デハ共ノ4.0詫ヲ以テシテモ何等ノ橡防効よ｜ミヲモ示サナカツタ。






3) しワクチン 1トLコクチグン寸トノ差ハ皐＂＇－ Lワクチン1ノ方ガ尭疫力1J、ナリトイフ関係ノミ
デナク• Lワクチン1 ノ毒jJ；がしコクチグン1ョリモ甚シク大デアルコト＝存スル。之レハ Lワク
チン， ＝－ハ菟疫費生阻止勢力グル Lイムペヂン1ガ含有サレテ居yレ＝反シ， Lコクチゲン1ハ全然
Lイムペヂン1ヲ含有シナイコトエ師ス可キモノデアル。
第10報



























































































































































健常家兎＝就テ腹腔内へ菌ヲ注入シテカラ 5分， 10分 H・H ・1時mi.2時間粧過ノ後マデ胸管
内移行菌数ヲ胡lj定シ， 2時間後ノ検賓ガ情ミタ Jl後＝試献ヲ空気1全容＝ヨリテ死＝致シ 15ccl 























L Lエローム vノ Lイムペヂン寸現象



























Lミエローム寸ノ加熱セザル駆出液ヲ 100。Cデグ， 10',20'. 30’， 60’及ピ90’分ノ間加熱シ
タル液ヲ作リ，繭他同一｛傑件ノ下＝於テ正常喰菌作用催進能力ヲ検シグルエ喰菌子ノ1立ハ加熱





第 1 報＝＇－ illペタ ！~ Lミエローム1座IH液（原被）ヲ 3等分シテ A,B, C トナシ，爾他同－~条件ノ
下デA＝ハ 5HED, 35分， BニハGH.ED, 42分， Cニハ 7HED, 49分間！照射シタル後＝催喰
菌作用ヲ検シタルニ，喰菌子ノ官官ハ2同検査ノlf三均デ下ノ如クナリマシタ。




~p チLイムベヂン寸ノ破却ハ既＝知ラレタルガ如ク必ズシモ ioo0c ノ加熱ヲ必要トセズ， X線






















ι ミエローム ·~ll'1i0伐 ＝－ 6 HEDノ！！（｛射ヲ42分lJ行ヒタルモノヲ4次官トナシ同一健常家兎ノ皮
府局所＝兎疫ヲ施シタルニ 3開平均値ハ下ノ結果トナリマシタn
1) 生慶尚液快背デハ・...・H ・－－…H ・H ・..・H ・.99.0 
2) ど線i夜軟背デハ・・・・H ・H ・－－…...・H ・.・H ・135.0
3) 肺炎菌Lコクチグン1軟骨デハ…...・ H ・・・150.0
4) 0.85%食機水軟膏デハ・・・・・・・－・・・・・H ・－…100.0
白日チ土線！照射・デモ亦タ 100°c30’ノ加熱ト近似シタ所見ヲ符ルモノデ， ソレハ削チ Lイムベ
ヂン1 ノ破却ヲ意味ス I~ モノデアルコトガ首肯サレル。
第B報
Lミエローム寸腰rn液秋背ヲ貼mシタ皮府｝i'所＝立読サレルトコロノ1喰菌作用促進物質ハ Lォ
プソ＝ンつデアルカ否カノ疑問ヲ解カンガ鵡＝軟背皮！荷ノ浸出液ヲ 56°C30分加熱シタFレニ，雨
者ノ間ニ大差ガ無ィ。ソレデ第4報，第 5 報ニ~ベタモノハ虞ノ売疫Lオプソニン1ナリトノ結
論＝達シタ。
